










医療関係者の皆さんが調剤しやすいように、

お薬の安定性を高めたり、

新薬にはなかった形状のお薬を開発したり、

また医療過誤防止のため、製品名の表示を大きくし、

見やすくするなどの工夫も積極的に施されています。






